
SKYMENU 活用授業 実践レポート 

 

お名前 安福 京花 学校名 神戸市立明親小学校 

実施学年 5年 教  科 国語 

単元名 みんなが使いやすいデザイン 

≪学びを深めたいポイント≫ 

≪SKYMENU 活用のポイント≫ 

 

導入で友達の文章を見るポイントを提示し、アドバイスを送り合うことができるようにしたい。いきなり交流に

するのではなく、教師の文章を読んで練習をすることで、抵抗なく友達の文章を読み、アドバイスできるようにし

たい。 

グループ交流では、SKYMENU のグループワークを用いる。友達からアドバイスをもらい、どのようにしたらよ

りよい報告文になるのかを考えさせたい。 

 

 

第３・４時では、 SKYMENU発表ノートで情報カードを作成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５・６・７時では、報告文を SKYMENU発表ノートで完成させていく。 

その中で本時は、SKYMENUのグループワークを活用して、友達と報告文を読み合う。アドバイスを送る対話的

な学びを行い、そこで学び得たことを自分の報告文にいかしていく。 

第９時では、完成した報告文を読み合う。最後には、SKYMENUで完成した報告文を提出する。 

 

 

 

 



≪実践内容≫ 

 学習活動 SKYMENU 活用場面 活用のポイント 

導 

 

入 

１．教師の文章を使って、アドバ

イスの練習をする。 

 

 

 

 

・SKY MENUの発表ノートを見て、

間違いに線を引く。（個人） 

（もと） 

 

 

 

 

 

（訂正例） 

・ 個人タイムに入る前に、ア

ドバイスポイントをレベルご

とに提示。見るポイントを絞

る。 

・ 発表ノートを配布。 

展 

 

開 

２．本時のめあてを確認する。 

 

 

３．ペアの文章を読んでアドバイ

スをしあう。 

 

・漢字が間違えているよ。 

・引用のところに「 」がないよ。 

・文章と一緒に実物の写真があ

ると分かりやすいと思うよ。 

・これは、次の段落に書いたほう

が読みやすいと思うよ。 

 

 

 

 

・ グループワークでアドバイスをし

あう。（ペア計３回） 

 

 

 

・ グループワーク機能を活

用し、グループ内でアドバ

イスを送り合う。 

ま 

と 

め 

４．アドバイスを基に文章を書きな

おす。 

 

 

 

 

 

（完成例） 

 

・ アドバイスをもらったノート

ともとのノートを持ち帰るこ

とで、見比べながら文章を

修正できるようにする。 

 

見るポイントを基に読み合い、アドバイスをしよう。 

【レベル１】   

・字の間違い 

・文章にあった図表やグラフ、写真

が使われているか。 

【レベル２】 

・引用したところに、「 」を使ってい

るか。 

・テーマと自分の見つけた工夫が対

応しているか。 

【レベル３】 

・小見出しは分かりやすいものか 

・段落を使って分けられているか 

 ・内容の区分け 

 ・調査結果と感想の区分け 



≪実践を振り返って≫ 

字を書くことが苦手な子も文字を入力することへの抵抗は少なく、修正も簡単で「今日はパソコンを使

って報告文をつくっていくよ。」と声をかければ「やったー！」という声があがるほど学習に前向きに取り組む

ことができていた。今の子どもたちにとって、文房具と同じくらい馴染みあるものにしていくべきだと感じた。 

導入でアドバイスを送るポイントとしてレベル１～３まで提示したことで、意欲的に友達の報告文を読み、

アドバイスを送ることができていたように思う。また、SKYMENU のグループワーク機能を活用することで、

書き込みや修正がしやすかった。ノートやプリントであれば、友達のものに直接書き込むことは抵抗がある

だろうが、発表ノートでの書き込みは原本を残すことができるので、安心してアドバイスを書き込む姿が見

られた。アドバイスタイム終了後には、「早く文章を直したい！」という前向きな声もあがった。 

 今回は、友達の報告文を読み合いアドバイスを送るという流れだったが、自分である程度修正してからア

ドバイスタイムを設けてもよかったと思う。 

GIGA 端末を活用することで、文章を書くことに抵抗があることも前向きに学習に取り組むことができて

いた。今後、国語以外の教科でも活用していきたい。 

 

 


